
孤
立
し
追
い
詰
め
ら
れ
る
学
校
事
務

職
員学

校
事
務
補
助
員
が
配
置
さ
れ
な
く

な
っ
た
学
校
の
学
校
事
務
職
員
か
ら
は
、

労
働
環
境
の
悪
化
に
対
す
る
不
満
・
不

安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
４
月
の
残
業
時
間
が
60

時
間
を
超
え
た
、
退
勤
時
刻
が
深
夜
12

時
近
く
に
な
っ
た
、
土
日
の
勤
務
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た

事
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
残

業
し
た
い
が
親
の
介
護
の
都
合
で
残
業

が
で
き
ず
休
憩
時
間
も
仕
事
を
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
６
割
近
く
が
孤
独
を
感
じ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
管

理
職･

教
員
の
協
力
に
対
す
る
不
満
や
心

身
の
健
康
に
対
す
る
不
安
を
増
長
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

負
担
軽
減
に
な
ら
な
い
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
配
置
が
、
学
校
事
務
職

員
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の

多
く
は
教
育
支
援
の
み
に
従
事
し
、
学

校
事
務
補
助
員
の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。

負
担
が
大
き
い
校
納
金
と
就
学
援
助

年
度
初
め
の
校
納
金
と
就
学
援
助
関

連
の
業
務
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
校
納
金
の
公
会
計
化
に
よ
り
状
況

が
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
は
、
導
入
済

み
の
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
か
ら

も
明
ら
か
で
す
。
公
会
計
化
の
一
刻
も

早
い
導
入
が
必
要
で
す
。

就
学
援
助
は
、
教
育
委
員
会
が
直
接

保
護
者
と
や
り
取
り
を
す
る
な
ど
関
与

の
度
合
い
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

す
べ
て
の
教
職
員
が
い
き
い
き
と
仕

事
に
取
り
組
め
る
労
働
環
境
を

学
校
事
務
職
の
労
働
環
境
悪
化
は
、

教
育
員
会
が
推
進
す
る
「
ワ
ー
ク
バ
ラ

ン
ス
推
進
」
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
活
動
へ
の
支
障
に
直
結
す

る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会

の
名
ば
か
り
の
業
務
改
善
は
学
校
事
務

職
員
に
と
っ
て
は
業
務
改
悪
で
す
。

私
た
ち
は
、
真
の
意
味
で
業
務
改
善

が
行
わ
れ
、
学
校
事
務
職
員
を
含
む
全

て
の
教
職
員
が
い
き
い
き
と
仕
事
に
取

り
組
め
る
労
働
環
境
を
求
め
て
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

2022年10月28日 新聞 全教北九州 ( 1 )

学校事務職員の働き方 特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

｢ワークバランス推進｣に逆行する学校事務補助員の未配置

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 永吉孝一
2022年10月28日

小
倉
陸
軍
兵
器
補
給
廠

（
小
倉
北
区
）

１
８
９
８
年
、
第
12
師

団
の
開
設
に
あ
わ
せ
て
、

兵
器
や
弾
薬
の
購
買･

貯
蔵

等
を
所
管
す
る｢

小
倉
陸
軍

兵
器
支
廠｣

が
小
倉
城
内
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設

と
同
時
に
城
野
に
武
器
庫

を
設
置
し
ま
し
た
。

１
９
１
８
年
に
事
務
所

を
城
野
に
移
転
し
ま
し
た
。

40
年
に
兵
器
の
製
造･

修
理

･

調
達･

貯
蔵･

補
給
を
一
元

管
理
す
る｢

陸
軍
兵
器
本
部｣

の
管
轄
と
な
り
、｢

小
倉
陸

軍
兵
器
補
給
廠｣

と
改
称
、

45
年
に
本
土
決
戦
の
た
め

第
16
方
面
軍
の
管
轄
と
な

り
、｢

第
16
方
面
軍
兵
器
廠｣

と
改
称
、
瀬
高
町
に
移
転

準
備
中
に
終
戦
と
な
り
ま

し
た
。

戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ

れ
「
キ
ャ
ン
プ
城
野
」
と

な
り
朝
鮮
戦
争
中
は
部
隊

の
待
機
場
所
、
戦
死
者
の

身
元
確
認･

修
復･

防
腐
処

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
50

年
８
月
11
日
、
約
２
０
０

人
の
兵
士
が
武
装
し
た
ま

ま
脱
走
し
、
窃
盗･

暴
行
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
件

は
松
本
清
張
の
短
編
小
説

｢

黒
地
の
絵｣

で
広
く
知
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

52
年
に
返
還
後
、
敷
地

は
は
警
察
と
陸
上
自
衛
隊

が
使
用
、
自
衛
隊
使
用
部

分
は
現
在
、
病
院
や
住
宅

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

学
校
事
務
職
員
の
労
働
環
境
改
善
は
急
務

２
０
２
１
年
度
よ
り
児
童
生
徒
数
３
０
０
人
以
下
の
小
・
中
学
校
に

は
順
次
学
校
事
務
補
助
員
が
配
置
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
今
ま
で
学
校
事
務
職
員
と
学
校
事
務
補
助
員
の
二
人
で
行
っ
て
い
た

業
務
を
一
人
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
教
北
九
州
市
教
職
員
組

合
は
未
配
置
の
学
校
51
校
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
28
校

か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
未
配
置
の
学
校
事
務
職
員
の
悲

惨
な
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

未配置校の
実態調査結果

自
由
記
述
か
ら

▼
優
先
順
位
を
つ
け
て
仕
事
を
し
て
い

る
が
、
順
位
が
低
い
も
の
に
は4

月
か

ら
全
く
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
ど
ん

ど
ん
た
ま
る
一
方
で
年
度
内
に
処
理

で
き
る
自
信
が
な
い
。

▼
事
務
仕
事
が
わ
か
る
人
間
が
校
内
に

自
分
し
か
い
な
い
た
め
休
み
を
取
得

し
づ
ら
い

▼
監
査
す
る
人
や
書
類
を
定
期
的
に
見

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
、
自
分

の
し
て
い
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な

い
の
か
が
不
安
で
す

▼
校
納
金
は
全
て
事
務
の
仕
事
で
自
分

達
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
教
員

が
多
い
。
校
内
の
協
力
体
制
が
必
要

不
可
欠
の
た
め
教
員
へ
の
研
修
等
で

伝
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す

▼
児
童
生
徒
数
３
０
０
人
以
下
の
学
校

に
お
け
る
事
務
補
助
の
未
配
置
に
つ

い
て
、
未
だ
に
納
得
で
き
る
説
明
を

し
て
い
な
い
こ
と
に
腹
が
立
ち
ま
す
。

３
０
０
人
以
下
と
い
う
基
準
や
な
ぜ

未
配
置
に
す
る
か
な
ど
疑
問
点
が
多

く
あ
り
ま
す
。

▼
就
学
援
助
の
審
査
結
果
、
不
認
定
通

知
の
問
い
合
わ
せ
先
を
教
育
委
員
会

に
し
て
頂
き
た
い
。
不
認
定
の
際
の

問
い
合
わ
せ
や
対
応
が
大
変
で
、
必

要
書
類
等
を
直
接
保
護
者
の
方
に
伝

え
て
頂
い
た
ほ
う
が
効
率
的
と
思
い

ま
す
。

▼
事
務
補
助
員
の
未
配
置
校
の
事
務
職

員
は
別
途
手
当
が
給
与
面
の
改
善
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

▼
事
務
の
仕
事
を
増
や
す
だ
け
で
は
な

く
、
不
必
要
な
も
の
、
現
状
に
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
等
を
減
ら
す
方
向
で
検

討
し
て
ほ
し
い
で
す
。



低
い
男
性
教
職
員
の
育
休
取
得

率
10
月
６
日
人
事
院
は
、
２
０
２
１

年
度
の
男
性
の
一
般
職
国
家
公
務
員

育
休
取
得
率
が
過
去
最
高
の
６
２
．

９
％
に
な
っ
た
発
表
し
ま
し
た
。
一

方
、
男
性
教
職
員
の
育
休
取
得
率
は

８
％
（
令
和
元
年
度
・
公
立
学
校
共

済
組
合
調
べ
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。男

性
教
職
員
の
育
休
が
と
り
や
す

い
教
育
現
場
の
環
境
づ
く
り
は
、
今

後
の
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
気
兼
ね
な
く
育
児
休
暇

を
取
得
で
き
る
環
境
整
備
を

誰
か
が
休
ん
で
も
回
る
職
場
を
つ

く
る
に
は
、
教
職
員
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
業
務
を
見
直

し
無
駄
な
仕
事
を
省
く
な
ど
に
よ
り

男
性
教
職
員
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

９
月
１
日
、
福
岡
市
は｢

男
性
育

休
１
０
０
％
宣
言｣

を
発
表
し
ま
し

た
。
北
九
州
市
で
も
誰
も
が
気
兼
ね

な
く
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
職
場

環
境
を
早
急
に
整
え
る
べ
き
で
す
。
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男
女
が
と
も
に
日
常
的
に
育
児
を
担
う
第
一
歩
に

10
月
よ
り
出
生
時
育
児
休
業･

育
児
休
業
分
割
取
得
が
施
行

10
月
１
日
、
改
正
介
護
・
育
児
休
業
法
の
う
ち
、｢

出
生
時
育
児
休
業
（
産
後
パ
パ
育
休
）｣

と｢

育
児
休
業
の

分
割
取
得｣

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
男
女
が
と
も
に
日
常
的
に
育
児
を
担
う
第
一
歩
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
、
男
性
教
職
員
の
有
給
取
得
率
は
８
％
と
男
性
一
般
職
国
家
公
務
員
の
６
２
．
９
％
に
遠
く
及
び
ま

せ
ん
。
男
性
教
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境
の
た
め
に
は
、
教
職
員
を
増
や
す
こ
と
、
業
務
を
見

直
し
無
駄
な
仕
事
を
や
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

出生時育児休業
（産後パパ育休） 育児休業制度

対象期間
取得可能日数

子の出生後８週間以内に
４週間まで取得可能

原則子が１歳
（最長２歳）まで

申出期限 原則休業の２週間前まで 原則１か月前まで

分割取得 分割して２回取得可能
（初めにまとめて申出が必要）

分割して２回取得可能
（取得の際にそれぞれ申出が必要）

休業中の就業
労働者が合意した範囲で
休業中に就業することが可
（労使協定が必要）

原則就業不可

1歳以降の延長 ―― 育休開始日を柔軟化

1歳以降の再取得 ―― 特別な事情がある場合に限り
再取得可能

出生時育児休業と育児休業制度の概要

厚生労働省の配布資料より抜粋

今
年
も
教
育
全
国
署
名
が
始
ま
り

ま
し
た
。
全
教
北
九
州
は
こ
れ
ま
で

に
９
月
３
日
ス
タ
ー
ト
集
会
・
街
頭

署
名
（
戸
畑
駅
）
、
10
月
８
日
二
回

目
の
街
頭
署
名
（
黒
崎
駅
）
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
集
会
に
は
「
北
九
州
子

ど
も
と
教
育
の
た
め
に
手
を
つ
な
ぐ

会
」
は
じ
め
、
地
域
の
労
働
組
合
や

｢

新
日
本
婦
人
の
会｣

か
ら
も
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
か

ら
「
子
ど
も
が
通
う
学
校
は
１
４
２

１
人
の
マ
ン
モ
ス
校
、
学
習
参
観
で

は
子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
て
す
す
ん

で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

（
環
境
が
）
密
だ
と
（
人
間
関
係
は
）

密
に
な
れ
な
い
。
」
と
報
告
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
共
感
の
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

教
育
全
国
署
名
は
全
国
で
少
人
数

学
級
実
現
に
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
で
は
16
年
前
、
北
橋
市
長

は
選
挙
公
約
に
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
少
人
数
学
級
を
掲
げ
、

さ
ら
に
国
の
施
策
を
先
取
り
し
、
２

０
２
１
年
度
か
ら
小
学
校
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
全
学
年
で
35
人
以
下

学
級
が
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
引
き
続
き

感
染
対
策
を
考
え
な
が
ら
の
学
校
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
人

数
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
署
名
は
約
４
０
０
筆
で
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

次
回
今
年
度
最
後
の
署
名
活
動

11
月
５
日
11
時
～
戸
畑
駅

北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
の
給
与

改
定
等
交
渉
は
10
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
交
渉
の
席
上
、
全
教
北
九
州

が
提
出
し
た
要
求
書
に
対
す
る
回
答

や
大
綱
提
示
（
今
年
度
現
時
点
で
改

定
す
る
内
容
）
が
あ
り
ま
し
た
。

珍
し
い
こ
と
で
す
が
、
教
育
委
員

会
か
ら
は
検
討
課
題
と
し
て
「
介
護

離
職
・
再
採
用
制
度
」
に
つ
い
て
文

書
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
現
行
制
度

で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
１
人

に
つ
き
６
カ
月
ま
で
の
介
護
休
暇
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
不
十
分
で
す
。
教
育
委
員
会

も
過
去
３
年
間
に
20
人
が
介
護
離
職

し
た
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
す
で
に
介

護
離
職
・
再
採
用
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
介
護
等
に
よ
り
離
職
し
た

職
員
を
、
離
職
か
ら
一
定
の
期
間
内

で
あ
れ
ば
再
度
採
用
す
る
制
度
で
す
。

全
教
北
九
州
で
は
、
兵
庫
県
と
岐

阜
県
の
制
度
に
つ
い
て
、
兵
庫
教
職

員
組
合
と
岐
阜
県
教
職
員
組
合
（
ど

ち
ら
も
全
日
本
教
職
員
組
合
加
盟
）

か
ら
資
料
提
供
を
う
け
て
、
交
渉
の

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
交
渉
で
も
「
退
職
ま

で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
」

の
た
め
引
き
続
き
尽
力
し
ま
す
。

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
教
育
全
国
署
名

退
職
ま
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て-

確
定
交
渉


